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世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み

昨
年
12
月
、
環
境
省
が
主
催
す
る
「
第
３
回
奄
美
・

琉
球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科
学
検
討
委
員
会
」
に

お
い
て
、
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
本
島
北
部
、

西
表
島
の
４
島
（
地
域
）
を
世
界
自
然
遺
産
の
候
補

地
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
国
と
県
、

島
内
３
町
で
は
、
住
民
説
明
会
や
啓
発
看
板
な
ど
の

設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
号
か
ら
広
報
紙

面
を
通
じ
て
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
現
状
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

１
．
世
界
遺
産
と
は

世
界
遺
産
と
は
、１
９
７
２
年（
昭

和
47
年
）
に
採
択
さ
れ
た
「
世
界

遺
産
条
約
」
に
基
づ
い
て
、
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
）
の
「
世
界
遺
産
一
覧
表
リ

ス
ト
」
に
記
載
登
録
さ
れ
た
遺
産

の
こ
と
で
、
国
家
や
民
族
を
超
え

て
人
類
が
共
有
し
、
次
世
代
に
受

け
継
い
で
い
く
べ
き
価
値
を
も
つ

遺
産
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
は
、
自
然
遺
産
、
文

化
遺
産
、
複
合
遺
産
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。

世界遺産登録数（平成 26 年 3 月現在）

自然遺産 文化遺産 複合遺産 合計

日本 4 件 13 件 0 件 17 件

世界 193 件 759 件 29 件 981 件

写真：トクノシマエビネ
国のレッドリスト区分：絶滅危惧ＩＢ類
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２
．
奄
美
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

へ
の
選
定
と
遺
産
登
録
の
課
題

平
成
15
年
５
月
、
国
の
「
世
界
自
然
遺

産
候
補
地
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、

奄
美
群
島
を
含
む
琉
球
諸
島
が
知
床
や
小

笠
原
諸
島
と
と
も
に
世
界
自
然
遺
産
候
補

地
の
１
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
陸
と
の
分
離
結
合
を
繰
り
返
し
た

島
々
の
成
り
立
ち
を
反
映
し
た
多
様
で
固

有
性
の
高
い
生
態
系
を
有
す
る
こ
と
と
絶

滅
危
惧
種
の
生
息
地
と
し
て
重
要
な
場
所

で
あ
る
こ
と
が
、
選
定
理
由
で
す
。

一
方
、
下
記
の
課
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

①
保
護
地
域
の
指
定

固
有
又
は
希
少
な
動
植
物
の
生
息
や

生
育
に
重
要
な
地
域
を
国
立
公
園
な
ど

国
レ
ベ
ル
の
保
護
地
域
に
指
定
す
る
こ
と
。

②
外
来
種
対
策

マ
ン
グ
ー
ス
や
ノ
ネ
コ
な
ど
生
態
系

や
貴
重
な
野
生
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
外
来
生
物
へ
の
対
策
を
実
施
・
強
化

し
て
悪
影
響
を
抑
制
・
防
止
す
る
こ
と
。

③
希
少
種
の
保
護

希
少
な
動
植
物
の
採
取
を
抑
制
・
防

止
し
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
希

少
な
動
物
の
交
通
事
故
に
よ
る
減
少
を

抑
制
・
防
止
す
る
こ
と
。

④
地
域
全
体
へ
の
波
及
効
果

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
中
で
、

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
奄
美
独
特
の
歴
史

や
文
化
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号

よ
り
紙
面
を
通
じ
て
、
町
内
の
文
化
財
な

ど
の
史
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

先
ず
、
手テ

テ々

と
い
う
集
落
名
の
由
来
で

す
が
、
徳
之
島
郷
土
研
究
会
の
会
長
な
ど

を
務
め
、
郷
土
史
研
究
に
多
く
の
功
績
を

残
さ
れ
た
徳
富
重
成
先
生
は
、
天
城
岳
に

連
な
る
山
岳
に
集
落
が
囲
ま
れ
て
い
る
事

に
着
目
。
島
口（
方
言
）で「
岳
」を「
テ
ィ
」

と
発
音
す
る
こ
と
か
ら
、
岳
々
「
テ
ィ

テ
ィ
」
が
「
手
々
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

手
々
キ
ャ
ン
プ
場
先
の
墓
地
に
あ
る
の

が
、
16
世
紀
半
ば
に
集
落
を
治
め
た
掟
オ
キ
テ

大オ
オ

世
界
自
然
遺
産
と
し
て
貴
重
な
自
然

を
保
護
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
地
域

全
体
の
活
性
化
や
地
域
づ
く
り
に
結
び

つ
け
、
活
か
し
て
い
く
こ
と
。

⑤
普
及
啓
発

世
界
自
然
遺
産
や
そ
の
た
め
の
保
護

措
置
へ
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
進
め
る
こ
と
。

３
．「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
15
年
５
月
奄
美
地
域
を
含
む
琉
球

諸
島
を
我
が
国
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

に
選
定

↓

平
成
25
年
１
月
「
奄
美
・
琉
球
」
を
世

界
自
然
遺
産
の
正
式
な
候
補
地
に
決
定
。

↓

平
成
26
年
度
国
立
公
園
の
指
定
、
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
の
推
薦
準
備

作
業

↓

平
成
27
年
１
月
（
目
標
）
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推
薦
書
の
提
出

↓

平
成
27
年
夏
（
目
標
）
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国

際
自
然
保
護
連
合
）
に
よ
る
現
地
調
査

←

平
成
28
年
夏
（
目
標
）
世
界
遺
産
委
員

会
の
審
査
（
登
録
の
可
否
決
定
）

八ハ
チ

の
墓
で
、
町
指
定
文
化
財
の
「
手テ

テ々

按ア

司ジ

墓バ
カ

」
で
す
。
鎌
倉~

江
戸
時
代
以
前
（
奄

美
で
は
「
奄
美
世
」~

「
琉
球
世
」）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
一
つ
の
村
（
シ
マ
）

で
あ
り
、
村
を
納
め
る
長
を
按ア

司ジ

と
呼
び

ま
し
た
。

墓
入
り
口
は
石
垣
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

大
八
の
大
き
な
墓
石
を
家
来
の
墓
が
守
る

よ
う
に
囲
ん
で
い
ま
す
。
古
来
よ
り
、
按

司
墓
周
辺
は
聖
地
と
し
て
関
係
者
以
外
の

立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
住

民
に
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
八
の
遺
品
で
あ
る
、
胴
着
や
手
サ
ジ
、

琉
球
王
よ
り
下カ

賜シ

さ
れ
た
酒
器
一
式
が
町

に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
当
時
を
知
る
上
で

も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
１
回
＝
手
々
集
落
＝

〔手々集落の町指定文化財〕※指定順
ノロの免状及び同関係文書（有形文化財）
琉球漆器（有形文化財）
手々民芸保存会（無形民俗文化財）
アジ墓（記念物・史跡）
大八の力石（記念物・史跡）
ソテツの元祖（天然記念物・植物）
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●● ●まちの話題

小
学
校
入
学
生
た
ち
は
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
入
学
式
に
参
加
。
式
辞
中
の
問
い

か
け
に
「
は
い
」
や
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
答
え
ま
し
た
。

町
内
で
は
小
学
生
１
１
７
名
、
中
学
生

１
１
９
名
が
入
学
し
、
新
し
い
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
山
公
民
館
広
場
の
慰
霊
碑
前

で
３
月
14
日
、「
陸
上
自
衛
隊
第
１
混
成

団
第
１
０
１
飛
行
隊
殉
職
隊
員
第
８
回
忌

慰
霊
祭
」
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
住
民
と
町
関
係
者
ら
約
60
名
が
参
列

し
、
任
務
完
遂
の
た
め
に
殉
職
し
た
４
名

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

事
故
は
平
成
19
年
３
月
30
日
、
鹿
児
島

県
か
ら
急
患
搬
送
の
要
請
を
受
け
た
同
飛

行
隊
の
ヘ
リ
が
天
城
岳
連
山
の
山
頂
付
近

に
激
突
し
、
徳
之
島
町
亀
津
出
身
の
建
村

善
知
機
長
ら
隊
員
４
名
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。

慰
霊
祭
は
、
昨
年
ま
で
ご
遺
族
参
列
の

下
に
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
島
外
か
ら

参
加
す
る
遺
族
関
係
者
の
意
向
な
ど
に
よ

り
、
12
回
忌
ま
で
は
地
元
関
係
機
関
を
主

体
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

陸自ヘリ事故殉職隊員慰霊祭
地元関係者で厳かに

平
成
25
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
塾
閉
講

式
が
３
月
15
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
町
内

２
５
６
名
の
小
中
学
生
が
自
学
自
習
の
定

着
を
目
的
に
一
年
間
取
り
組
み
ま
し
た
。

同
塾
は
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
行
わ

れ
、
成
果
報
告
で
は
「
調
べ
る
方
法
が
沢

山
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、「
学
習
以
外

で
も
良
い
習
慣
が
身
に
つ
い
て
き
た
」
な

ど
の
発
表
が
あ
り
、
塾
生
は
こ
の
一
年
間

で
様
々
な
事
を
学
ん
だ
様
で
す
。

学士村塾閉講式
将来の夢をかなえるために

代
表
で
皆
勤
賞
を
授
与
さ
れ
た

勝　

将
大
く
ん

「
み
ん
な
と
勉
強
す

る
時
間
が
楽
し
か
っ
た

の
で
休
ま
ず
通
う
こ
と

が
で
き
た
。
来
年
も
入

塾
し
ま
す
」
と
胸
を

張
っ
て
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

亀
徳
小
学
校
新
一
年
生

鈴
木　

沖
軌
く
ん

「
算
数
の
勉
強
が
楽

し
み
。
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
で
、
エ
ー
ス
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
を
目
指
し
た

い
」
と
学
校
生
活
へ
の

希
望
で
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

徳
之
島
町
内
の
小
学
校
と
中
学
校
で
４

月
７
日
、
入
学
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
真

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
が
家

族
や
地
域
住
民
に
見
守
ら
れ
、
式
典
に
出

席
し
ま
し
た
。

町内小中学校入学式
希望で胸をふくらませて！

緊張した表情で入学式に参加する母間小学校の新一年生

29 名の入学生を向かえた亀徳小学校
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●● ● Town news

３
月
16
日
、
町
郷
土
資
料
館
主
催
の
史

跡
巡
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学

４
～
６
年
生
13
名
が
参
加
し
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
町
内
の
史
跡
を
巡
り
、
島
の
歴
史

な
ど
へ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

母
間
の
線
刻
画
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物

や
朝
潮
太
郎
の
銅
像
な
ど
の
名
所
を
見
学

し
、
場
所
の
特
色
や
歴
史
的
背
景
な
ど
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
興
味
深
そ
う
に
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。

郷土資料館主催、史跡巡り
島内の史跡を巡って

亀
徳
小
学
校
６
年
生

井
上　

志
穂
さ
ん

高
城　

憂
果
さ
ん

「
身
近
だ
と
思
っ
て

い
た
徳
之
島
に
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
驚
い

た
」
と
、
地
元
の
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
再
発
見

し
た
よ
う
で
し
た
。

平
成
25
年
度
徳
之
島
町
自
衛
隊
入
隊
者

壮
行
激
励
会
が
３
月
18
日
、
徳
之
島
町
役

場
第
４
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内

関
係
者
や
島
外
か
ら
の
来
賓
が
お
祝
い
の

言
葉
な
ど
を
送
り
、
こ
の
春
高
校
を
卒
業

し
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
３
名
を
激
励
し
ま

し
た
。 自衛隊入隊予定者壮行激励会

国を守るために
入
隊
予
定
者
の
３
名
の
一
言

永
吉　

将
人
さ
ん

「
沢
山
の
人
が
応
援
し
て

く
れ
、
特
別
な
機
関
に
入

隊
す
る
こ
と
を
痛
感
し
た
」

廣　

成
人
さ
ん

「
徳
之
島
の
名
に
恥
じ
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

嶺
田　

樹
さ
ん

「
周
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る

自
衛
官
に
な
り
た
い
」

県
徳
之
島
事
務
所
会
議
室
で
３
月
10

日
、
２
０
１
３
年
度
「
あ
ま
み
地
域
づ
く

り
褒
賞
」
の
表
彰
式
が
あ
り
、
畜
産
農
家

の
竹
内
逸
次
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
さ
ん
は
、
95
歳
の
現
役
畜
産
農
家

で
、
現
在
も
生
産
牛
４
頭
と
子
牛
２
頭
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。
生
産
牛
飼
育
に
取
り

組
む
側
ら
、
畜
産
農
家
へ
の
指
導
助
言
や

後
継
者
育
成
、
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
と
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

あまみ地域づくり褒賞表彰
若手畜産農家へ指導、育成

「
春
の
全
国
地
域
安
全
・
交
通
安
全
運

動
出
発
式
」
が
４
月
６
日
、
徳
之
島
警
察

署
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
署
と
徳

之
島
地
区
防
犯
組
合
連
絡
協
議
会
、
徳
之

島
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
者
ら
約

２
０
０
人
が
出
席
。
安
心
安
全
な
島
づ
く

り
へ
向
け
た
活
動
強
化
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
後
、
出
席
者
が
見
送
る
中
、
警
察

車
両
な
ど
が
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
地
域

住
民
に
交
通
安
全
や
防
犯
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。 春の全国地域安全・交通安全運動出発式

安心、安全な島へ
徳
之
島
警
察
署

井
上　

昌
一
署
長

管
内
の
事
件
や
事
故

の
情
勢
を
報
告
。
離
島

で
の
う
そ
電
話
詐
欺
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら

「
油
断
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

竹
内　

逸
次
さ
ん

「
人
は
一
人
前
に
な

る
こ
と
は
な
い
。
死
ぬ

ま
で
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
現
在
も

牛
の
交
配
な
ど
の
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
は
、
次

世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
と
話
し
ま

し
た
。
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5/15
～

6/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
５
月
17
日　

10
時
～
（
予
定
）

学
士
村
塾
開
講
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
22
日

行
政
相
談
所
開
設

（
役
場
本
庁
９
～
12
時　

花
徳
支
所
13
時
半
～
16
時
半
）

■
５
月
24
日　

14
時
～

金
婚
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
軟
式
野
球
）

（
町
総
合
運
動
公
園
）

■
５
月
25
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
空
手
）

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
５
月
28
日　

12
時
～

弁
護
士
相
談
所
開
設

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
）

■
６
月
１
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
バ
レ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
）

（
バ
レ
ー
／
町
体
育
セ
ン
タ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
／
総
合
運
動
公
園
）

■
６
月
６
日　

10
時
～
15
時

特
設
人
権
相
談
所
開
設

（
東
区
公
民
館
）

■
６
月
７
日

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

（
総
合
運
動
公
園
）

■
６
月
８
日　

９
時
～

前
川
・
新
村
・
上
花
徳
「
豊
年
祭
り
」

（
前
川
・
新
村
公
民
館
～
南
風
園
周
辺
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

教育

平
成
25
年
度
「
徳
之
島
町
教
育
行
政
の

点
検
評
価
報
告
書
」
の
公
表
に
つ
い
て

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
に
よ
り
、
各
教
育
委
員
会
は
、

毎
年
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ

い
て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を

作
成
し
、
議
会
に
提
出
す
る
と

と
も
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
教
育
委
員
会
で
は

法
令
に
則
り
、
効
果
的
な
教
育

行
政
の
推
進
に
資
す
る
と
と
も

に
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
教
育
行
政
（
事
務
・

事
業
）
の
点
検
評
価
を
実
施
し

公
表
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。つ

き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
の
で
閲

覧
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
出
下
さ
い
。

■
閲
覧
場
所

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
１
階
・
学
校
教
育
課

■
閲
覧
期
間

平
成
26
年
5
月
1
日

～
平
成
26
年
6
月
29
日
迄

■
閲
覧
時
間

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
迄

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

☎
82
―
１
３
０
８

問

徳
之
島
町
住
民
生
活
課
か
ら
の

お
願
い
で
す
。
最
近
、
可
燃
ご
み

や
資
源
ご
み
を
出
す
際
に
透
明
袋

に
「
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」
を
貼
っ

て
出
す
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」
は
、
段

ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
と
い
っ
た
紙
類

を
出
す
際
に
の
み
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
可
燃
ご
み
や
資
源

ご
み
を
出
す
場
合
は
必
ず
、「
指

定
ご
み
袋
（
青
、ピ
ン
ク
、黄
色
）」

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り

と
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
も
、
透
明
袋

に
ご
み
処
理
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出

し
た
場
合
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
よ
く
街
中
で
み
ら
れ
る

透
明
ご
み
袋
は
事
業
者
ご
み
で
、

ゴミ

事
業
者
が
ご
み
回
収
業
者
と
契
約

を
交
わ
し
て
回
収
し
て
い
る
も
の

で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

標
記
の
件
に
つ
い
て
ご
質
問
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
は
住
民
生
活
課
へ
お
願
い
し
ま

す
。

ゴ
ミ
処
理
シ
ー
ル
は
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
な
ど
に
使
用
！

「
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」
の
使
い
方

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
）

問

相談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
親
子
、
夫
婦
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
公
害
、
差
別
・
い
じ
め
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
26
年
６
月
６
日
（
金
）　

10
時
～
15
時

■
場
所　
　

東
区
公
民
館

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局　

☎
０
９
９
７
―

５２
―
０
３
７
６

問

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希

望
の
方
は
５
月
21
日
（
水
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
26
年
５
月
28
日
（
水
）　

12
時
～

■
場
所　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

町
企
画
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

正しい方法での使用
をお願いします！



広報とくのしま 2014 年 5月号– 9 –

本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
６
月
２
日
（
月
）・
３
日
（
火
）
の

両
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
日
時
お
よ
び
会
場
に
つ
い
て
は
、
下
記

の
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介護

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
更
新
は
お
済
み
で
す
か
？

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
更
新

交通

満
75
才
以
上
の
方
へ

路
線
バ
ス
及
び
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
無
料
に
！

町
内
在
住
で
敬
老
バ
ス
半
額
乗
車
受
給
資
格
証
を
お
持

ち
の
方
の
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
町
内
区
間
の
乗

車
料
が
平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら
全
額
無
料
に
な
り
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
各
区
間
の
無
料
利
用
券
は
５
月
１
日
か
ら
役

場
介
護
福
祉
課
の
窓
口
で
発
行
い
た
し
ま
す
。
今
お
持
ち

の
半
額
バ
ス
利
用
券
は
６
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
５
月
31
日
ま
で
に
使
い
切
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
町
内
在
住
の
満
75
才
以
上
の
方
で
バ
ス
乗
車
受
給

平
成
25
年
度
に
も
ら
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
移
行
は
５
月
末
ま
で
可
能

で
す
。(

６
月
を
過
ぎ
ま
し
た
ら
ポ
イ
ン
ト
の
移
行
は
で
き
ま
せ
ん
。)

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
発
行
し
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
利
用
や
ポ
イ
ン

ト
の
移
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

活
動
終
了
後
は
、
必
ず
活
動
団
体
の
ポ
イ
ン
ト
管
理
責
任
者
が
ポ
イ

ン
ト
シ
ー
ル
を
カ
ー
ド
に
貼
り
、
実
施
し
た
日
に
ち
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
介
護
福
祉
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

社
会
福
祉
協
議
会

☎
83
―
１
２
０
５

資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
新
規
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
介
護
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
介
護
福
祉
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

問

[ 例 ]　平成 25 年度の端数のポイント
スタンプ・シール貼付欄 交換日

● ● ●
　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　[25 年度のポイント ]

（更新）新しいポイントカード（平成 26 年度）
スタンプ・シール貼付欄 交換日

● ● ● ○ ○
　　　　　　　　　○
　　　　　　　　　　　　　　[26 年度のポイント ]
※端数のポイントはそのまま新しいポイント
カードへ移行ができます。(5 月末まで )
ポイントカードの更新は、お早めに！

問

狂犬病

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

月日 実施地区 時間 実施場所

６月２日 

（月）

南区・中区 9時00分～10時20分 児 童 公 園
北 区 10時25分～11時00分 北区新公民館
東 区 11時05分～11時50分 文化会館前広場
南 原 13時00分～13時10分 南 原 公 民 館
尾 母 13時20分～13時30分 徳田商店前広場
大 原 ２ 13時40分～13時45分 大 原 2 公 民 館
大 原 １ 13時50分～14時00分 大 原 1 公 民 館
亀 徳 14時15分～14時55分 亀徳振興センター
徳 和 瀬 15時05分～15時25分 徳和瀬公民館
諸 田 15時30分～15時40分 諸 田 公 民 館
神 之 嶺 15時45分～15時50分 神之嶺公民館
井 之 川 15時55分～16時10分 井之川公民館
旭 ヶ 丘 16時20分～16時30分 旭ヶ丘公民館

月日 実施地区 時間 実施場所

６月３日 

（火）

下 久 志 9時00分～9時15分 下久志青少年館
池 間 9時25分～9時45分 池 間 公 民 館
反 川 9時50分～10時05分 農 協 倉 庫 前
大 当 10時10分～10時20分 大 当 公 民 館
花 時 名 10時25分～10時40分 花時名公民館
花 徳 10時50分～11時20分 前 川 生 活 館
轟 木 11時30分～11時45分 轟 木 公 民 館
畦 13時10分～13時20分 畦 公 民 館
山 13時30分～14時00分 山 公 民 館

金 見 14時10分～14時20分 金 見 公 民 館
手 々 14時30分～14時40分 堀田石油前広場
全 地 区 15時30分～16時00分 役 場 前 広 場

■犬の登録をされている方は、犬の鑑札も持参ください。
■飼育されている犬が、すでに死亡した場合や、譲り渡し

た場合等は、役場住民生活課（☎ 82―1111 内線 122）
まで、ご連絡いただきますようお願い致します。

※当日は注射料金として 3,400 円いただきます。おつりが
ないようご準備をお願いします。

半額バス利用券
は 5月 31 日まで
に使い切ってく
ださい。

6月1日からは、
バス乗車受給資
格証を提示し、
無料利用券をご
利用ください。
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全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る

遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

平
成
26
年
８
月
15
日
（
金
）

■
場
所　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

■
対
象
者　

・
戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
遺
族

・
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
遺
族

■
申
込
期
間　

平
成
26
年
５
月
１
日
（
木
）

～
５
月
30
日
（
金
）

■
募
集
人
数　

60
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助

言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知

な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
記
の
と
お
り
行
政
相
談
を

開
設
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

相談

困
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
行
政
相
談

行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

５
月
22
日
（
木
）

■
場
所　

本
庁　

９
時
～
12
時

　

支
所　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
行
政
相
談
員　

東
郷　

勇

徳
之
島
町
行
政
相
談
委
員

東
郷　

勇

☎
０
９
０
―
９
７
９
１
―
９
１
９
４

問

戦没者

平
成
26
年
度
全
国
戦
没
者

追
悼
式
参
列
遺
族
の
募
集

町
住
民
生
活
課　

年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

県
庁
社
会
福
祉
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
８
３
０

問

平
成
26
年
度
の
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
及

び
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
を
見
直
す
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

を
14
万
円
か
ら
16
万
円
に
、
介
護
納
付
金
分
を
12
万
円

か
ら
14
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
、
限
度
額
合
計
は

４
万
円
ア
ッ
プ
の
81
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
国

保
税
の
均
等
割
５
割
軽
減
を
判
定
す
る
所
得
の
算
定
式

に
世
帯
主
を
含
め
、
２
割
軽
減
の
算
定
式
も
見
直
し
、

被
保
険
者
数
に
乗
ず
る
金
額
を
現
在
の
３
５
万
円
か
ら

４
５
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
間
の
保
険
税
負
担
の
公
平
の

確
保
及
び
中
低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
ま
す
。

国保

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

町
健
康
増
進
課　

国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
４
、１
３
５
）

問

健診

万
全
な
体
調
の
維
持
を
！

が
ん
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

平
成
15
年
度
よ
り
引
き
続
き
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
一
環
と

し
て
下
記
に
よ
り
「
が
ん
ド
ッ

ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
受
診
適
用
保
険
】
徳
之
島
町
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と

す
る
。

【
年
齢
制
限
・
人
数
】
40
歳
以
上

65
歳
以
下
（
基
準
日
：
平
成

26
年
６
月
１
日
現
在
）
申
し

込
み
順
10
名
と
す
る
。
ま
た
、

１
世
帯
か
ら
１
名
と
す
る
。

【
保
険
税
の
納
税
状
況
】
平
成
23

区分 検査項目

がんドック １．全身ＰＥＴ検査
２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部）
３．超音波検査（腹部）
４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・

ピロリ菌・胃炎）
５．尿検査・便潜血検査
６．診察・検査結果説明

特定健診 厚生労働省が定める特定健康診査項目
（ヘモグロビン A1c・クレアチニン検
査を含む）

年
度
～
平
成
25
年
度
に
保
険

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。
ま

た
、
以
前
に
受
診
し
た
者
は

除
く
。

【
補
助
額
】
検
査
費
用
は
10
万
円

に
な
り
ま
す
の
で
、
検
査
費

用
額
の
う
ち
３
万
円
を
補
助

し
ま
す
。(

そ
の
他
に
つ
い
て

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

【
検
査
機
関
】
医
療
法
人
慈
風
会

厚
地
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｐ
Ｅ

Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
（
鹿

児
島
市
）

☎
０
９
９
―
２
２
６
―
８
８
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
―
２
２
６
―
８
８
７
２

【
受
診
期
間
】 

平
成
26
年
６
月
９

日
（
月
）
～
平
成
27
年
２
月

27
日
（
金
）

※
申
し
込
み
は
、
平
成
26
年
６

月
２
日
（
月
）
よ
り
、
本
庁

及
び
支
所
、
健
康
増
進
課
（
国

保
係
）
窓
口
で
本
人
受
付
と

致
し
ま
す
。（
印
鑑
を
ご
持
参

下
さ
い
。）

町
健
康
増
進
課　

国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

花
徳
支
所　

国
保
係

☎
84
―
０
０
４
８

問


